
〇 自ら希望して農村に移住した者が移住する際、重視した条件のうち、「生活が維持できる仕事（収入）」を選択
した移住者の割合は、28.8％と最も高い。

〇 「生活が維持できる仕事（収入）」 を選択した移住者を年齢別に集計すると、60代以上を除き、10～50代の全
ての世代で重視する傾向がみられる。

（出典）総務省「第２回「田園回帰」に関する調査研究会資料」より作成（2018年1月）

農村への移住の条件

【農村へ移住する際重視した条件】 （複数選択可）
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項目 割合(%)

1 生活が維持できる仕事（収入）があること 28.8

2
買い物や娯楽などの日常生活に必要なサービスや生活なサービスや生
活関連施設があること

19.2

3 病院や診療所、介護施設など医療・福祉の環境が整っていること 16.6

4 居住に必要な家屋や土地を安く入手できること 18.8

5 居住に必要な空き家や賃貸住宅の斡旋・仲介が受けられること 10.3

6 大がかりな改修等をしなくてもすぐに住める家があること 17.3

7 子育てに必要な保育・教育施設や環境が整っていること 14.4

8 バスや鉄道など生活していく上で必要な公共交通が確保されていること 8.1

9 都市部とのアクセスが確保されていること 5.9

10 文化イベントや趣味の場などが充実していること 5.9

11 移住に必要な費用の補助や奨励金などの自治体の支援があること 7.7

12 居住地の検討に必要な情報が入手できること 4.4

13
何年か行き来して知り合いができたり、生活していける目途が立っている
こと

11.8

14 移住に先立ち、色々なことを相談できるサポート体制が整っていること 2.6

15
本格的に移住する前に試しに移住体験ができるツアーや短期滞在制度が
あること

1.5

16 移住後の暮らしをサポートしてくれる相談体制が整っていること 4.1

17 移住先の地域に同世代の住民がいること 8.9

18 過去に大きな災害がなく、災害が少ない地域であること 10.3

19 その他 5.2

20 特になし 8.5

無回答 18.8

年齢別集計
（生活が維持できる仕事（収入）があること）

（N = 271）
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